秘密保持契約書（雛形）

　学校法人産業医科大学（以下「甲」という。）と△△△△（以下「乙」という。）とは、甲が乙に対して「○○○○」（以下「○○○○」という。）に係る情報を提供するに際し、次のとおり秘密保持契約を締結する。
（秘密保持事項）
第1条 乙は、甲より○○○○の提供又は開示を受け、若しくは知り得た技術上及び営業上の　　　一切の情報について、本検討のために必要かつ最小限の役員及び従業員以外に開示・漏　　　洩してはならない。ただし、次のいずれかに該当することが書面にて立証できる情報に　　　ついては、この限りではない。
　（１）開示を受け又は知り得た際、既に自己が保有していた情報
　（２）開示を受け又は知り得た際、既に公知となっていた情報
　（３）開示を受け又は知り得た後、自己の責によらずに公知となった情報
　（４）正当な権限を有する第三者から適法に取得した情報
　（５）書面により事前に甲の同意を得たもの

　（６）自己の意思によらず、管轄官公庁、裁判所または法令の要求により開示されるもの

（目的外使用禁止）

第2条 甲及び乙は，相手方から開示された機密情報を，原則として本目的のためにのみ利用できるものとし，本目的以外に利用するにあたっては相手方の書面による事前の承諾を得なければならない。
（損害賠償）
第3条 乙は、前条の規定に違反したことによって甲に損害を与えたときには、その損害を賠　　　償しなければならない。
　（有効期間）
第4条 本契約の有効期間は、本契約締結の日から当該発明に係る当該特許出願公開日までと　　　する。
　（書類返却）

第5条 乙は第１条で定めた「提供又は開示を受けた書類」を速やかに甲へ返却することとする。

　（協議事項）
第6条 本契約に定めのない事項又は疑義が生じたときは、甲乙協議してこれを定めるものと　　　する。
　（裁判管轄）
第7条 本契約に関する訴訟は、甲の所在地を管轄する裁判所を第一審の管轄裁判所とする。
　この契約を証するため、本契約書正本を２通作成し、甲、乙各１通を保管するものとする。
令和　　年　　月　　日　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　甲　　福岡県北九州市八幡西区医生ヶ丘１番１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人産業医科大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps22 \o\ad(\s\up 13(契約担当役),常務理事)　　達谷窟　庸野
　　　　　　　　　　　　　　乙　　○○○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

